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会 議 記 録 

 

 高松市附属機関等の会議の公開及び委員の公募に関する指針の規定により、次のとおり会議記

録を公開します。 

会 議 名 令和 7 年度 第 1 回高松市在宅医療介護連携推進会議 

開 催 日 時 令和７年 5 月 12 日（月） １９：００～２０：１５ 

開 催 場 所 高松市医師会館 ２階 大会議室 

議 題 

１ 委員紹介 

２ 令和 7 年度在宅医療・介護連携推進事業 事業計画（案）について 

３ 各部会からの報告 

４ 高松市在宅医療支援センターの報告について 

５ 在宅医療・介護連携推進事業の概要について（手引き Ver.4 より抜粋） 

６ 令和８年度事業の方針について 

７ その他 

公 開 の 区 分   □ 公開  ■ 一部公開  □ 非公開 

上 記 理 由 相談対応にかかる個人情報を取り扱うため、情報公開条例第７条第１号、第２号に該

当 

出 席 委 員 

２０人 

吉澤委員長、大原職務代理、大橋委員、綾田委員、北代委員、安田委員、井上委

員、林委員、三村委員、日下委員、永岡委員、岡野委員、古川委員、辻委員、藤

原委員、中村委員、小松委員、石野委員、片山委員、松本委員 

関 係 者 

市医師会事務局（４人） 

その他：医師会（伊藤会長、香西副会長、和田副会長、香川理事、佐用理事、真

鍋理事） 

傍 聴 者 ４人 

担 当 課 

及 び 

連 絡 先 

長寿福祉課 地域包括ケア推進係  ８３９－２３４６ 

 在宅医療支援センター ８３９－２３４４ 

保健医療政策課          ８３９－２８６０ 

介護保険課            ８３９－２３２６ 

地域包括支援センター       ８３９－２８１１ 

 

協議経過及び協議結果 

１ 委員紹介   

 ・委員の変更があり、紹介を行う。 

 

２ 令和 7 年度在宅医療・介護連携推進事業 事業計画（案）について   

 ・令和 7 年度事業計画（案）を説明する。 

 

３ 各部会からの報告  

（1） （1）退院支援・医療介護連携部会  

（2）   〇8/3（日） 第 1 回 医療介護連携ミーティング 開催予定  
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   【テーマ】独居高齢者支援（意思決定支援） 

   〇在宅医療介護 Q&A 掲載内容について   

    ・第 1 回退院支援・医療介護連携部会にて検討した、在宅医療介護Ｑ＆Ａ掲載内容につ

いて、報告する。 

   〇入退院支援ルールの改訂について 

    ・栄養部門の記載を追記していく予定である。 

 （２）在宅医療コーディネーター部会   

   〇3/30（日） 令和 6 年度在宅医療コーディネーター養成研修修了証書授与式   

    【公開講座】食を支える京のまちづくり 

    【参 加 者】95 人 

    【講 師】愛生会山科病院 荒金秀樹 先生（京都市） 

    【内  容】口腔サポートセンターや人材派遣のしくみ、誰もが食べやすい食事開発のた

めの異業種連携について等 

    【アンケート】回収率 87.4％ 

          講演内容は好評であったが、栄養面に関する多職種連携については、あまり

できていないと回答した専門職が多かった。 

 （３）多職種連携部会  

   ・２月の研修会開催に向けて、研修会のテーマや講師、内容等を検討していく。 

（４）ICT部会  

   ・在宅ケア便利なびの新規掲載について、調剤薬局 1 か所、医療機関 1 か所の承認を得る。 

 

4 高松市在宅医療支援センターの報告について  

 〇令和 7 年 3・4 月の活動報告  

  【相談件数】3 月：27 件、4 月：24 件 

 〇令和 6 年度年間活動報告  

  【相談件数】354 件（延べ件数） 

委員より 

・相談件数が増加した要因が、在宅医療支援センターの認知度が上がったことによるのであれば、

良いと思う。同じ人からの繰り返し電話が多いのであれば、繰り返しの相談はまとめて１件と計

上してはどうか。 

高松市在宅医療支援センター 

・繰り返し相談ではあるが、少しずつ内容が異なるので、今回は、繰り返し相談もそれぞれ 1 件

と計上した。 

 

５ 在宅医療・介護連携推進事業の概要について（Ver.4 より抜粋）  

 長寿福祉課（事務局）より、厚生労働省の手引きから抜粋し説明する。 

 ・PDCA サイクルに沿った取組を継続しながら、第 9 期介護保険事業（支援）計画や第 8 次医 

療計画の実施に伴う事項を充実させるために改訂された。 

 ・4 つの場面（日常の療養支援、入退院支援、急変時の対応、看取り）に加えて、様々な局面（認 

  知症の対応、感染症発症時、災害時対応）での取組を実施していく事や在宅医療に必要な連携 

を担う拠点の位置づけやかかりつけ医機能報告等も考慮するように記載されている。 

 ・地域住民へ普及啓発し理解を促進したいものとして、高齢者虐待やリハビリテーションの一体

的実施等が例示されている。 
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６ 令和８年度事業内容の検討について   

 ・現状、４つの場面を網羅していると考えられる。意見交換した内容は、それぞれに研修会等で

取り上げるテーマや内容として検討していく。今後も、手引き等を参考に取組内容について、

時間をかけて検討していく。 

 

７ その他  

〇令和 7 年度版 あんしんガイドブック、地域包括支援センターリーフレットを配布する。 

〇国保・高齢者医療課からの情報提供内容について、今年度は「在宅寝たきり患者処置指導料」 

を追加する予定。 

（参考）令和６年度 第 6 回 高松市在宅医療介護連携推進会議 

 

【次回の会議】   

令和 7 年 7 月 7 日（月）１９：００～ 高松市医師会 2 階 大会議室 

 


